
第202回 物質循環談話会 

2019年11月12日(火)15:00-16:30 

13番教室（理学部C棟1階） 
 

SPEAKER:小熊 宏之先生 

(国立環境研究所 生物・生態系環境研究センター／室長) 

TOPIC:デジタルカメラを用いた高山帯モニタリングの紹介

と気候変動に対する適応策について 
 

気候変動の影響による高山植物の種類や分布，開花時期などのさまざまな変化が世界各地で報告

されており，長期的なモニタリングの必要性が世界的に認識されています．国立環境研究所では山

小屋などの協力を得て定点観測カメラの設置をすすめ，積雪・融雪過程や植生フェノロジーのモニ

タリングを行っています．本講演では同モニタリングの紹介に加え，将来的な気候変動下における

高山植物の変化予測と適応策について紹介します． 

 

＜キーワード＞ 

気候変動影響，適応策，中部山岳地域，大雪山国立公園，分布推定 

 

☆☆☆興味のある方はお気軽に御参加下さい☆☆☆ 

物質循環学コース4年生，院生はセミナーの単位(必修)です。 

 

本談話会は信州数理科学談話会との共催です。 


